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これまで行われてきた地域のコミュニティの活動拠点機能の確保するため『既存機能の維持』を行うととも

に、新たなコミュニティの活動拠点となるべく『新しい取り組み』を行います。 

既存機能の維持 

・サマーフェスティバルや区民祭り等の各種地域コミュニティ活動や生涯学習ルーム事業のためのスペース

として体育館やグラウンド、特別教室等を提供します。 

新しい取り組み 

・各種地域コミュニティ活動での利用時以外にも、地域交流イベントや防災訓練の実施等、地域住民との交

流や連携につながる行事を行う際は、体育館やグラウンド等を開放します。 

・地域住民の生涯学習活動やコミュニティ形成を支援するため、新たなコミュニティの活用拠点として、家庭

教室や音楽室、図書室等の地域開放に加え、地域住民が利用できる交流施設の設置を検討します。 

・安心して子育てができる環境づくりをサポートするため、地域住民の方にもご利用いただける認定こども

園を設置します。 

 

・新たな地域貢献や地域との連携として、以下の①～⑤の内容を提案します。 

①外国人の各種相談への協力、学童保育や認定こども園の設置 -外国人居住者・地域住民への対応- 

浪速区は、24区の中でも 2番目に外国人住民の割合が多いことや外国籍の 15歳未満人口が増加し

ていること、本事業では移転後にインターナショナルスクールの設置・運営を想定していることを踏まえ、以下

の内容に取り組みます。 

・周辺地域に在住する外国人の各種相談への協力を行い、外国

人住民も生活しやすい環境づくりに貢献します。 

・地域住民の方もご利用いただける幅広い国籍の児童を対象と

した学童保育の実施や認定こども園を設置・運営し、子どもを

もつ世帯をサポートします。 

 

②イベント行事の開催 -まちのにぎわいづくり- 

台湾にルーツをもつ本校では、春節の時期に春節祭を開催しています。春節祭は今年で 2３回目となり、

多くの地域住民の方を含め、毎年 5,000 人以上の方にご来場いただきました。これまでの経験を活かし、

まちのにぎわいづくりに貢献するため、以下の内容に取り組みます。 

 

・本校は移転後も、春節祭や運動会等の地域住民も参加できる

イベントを開催し、様々な国籍や世代の交流を促します。 

・イベントの開催場所は、より多くの方に参加していただくため、

本事業だけでなく、公園もイベント会場として検討し、本事業と

公園の一体的な利用を検討します。 

 

③交流施設の設置及び高齢者と幼稚部の交流等 -地域交流- 

浪速区は、転出入率が高く、単身高齢者や外国人住民が多いこと等、地域や住民同士の関係性が希薄

になりやすく、孤立しやすい状況にあります。様々な世帯の住民同士のつながりを築き、より安心して生活で

きるまちづくりに貢献するため、以下の内容に取り組みます。 

 

・本校の児童・生徒に限らず、地域住民も自由に

利用できる交流施設の設置を検討します。 

・交流施設には、飲食ができるランチスペースやギ

ャラリースペース、売店を設け、地域住民の交流

や地域活動を促進します。 

・交流施設のグラウンド側にテラスを設け、交流施

設⇔テラス⇔グラウンドがつながる計画を検討

し、日常的にも、イベント時にも、外部空間に開い

た施設を検討します。 

・交流施設では、外国人への各種相談対応だけ

でなく、高齢の地域住民と本事業幼稚部の児童

が一緒に歌を歌ったり、遊んだりする交流イベント等の実施を検討し、屋上菜園では、地域住民や本校児

童・生徒が参加する苗植えや収穫イベント等の実施を検討し、高齢者からこどもまで幅広い世代の地域交

流に貢献します。 

・各種地域コミュニティ活動への本事業児童・生徒の参加により、地域住民との交流を促します。 

④特別教室の開放と習い事教室の実施 -文化交流機会の創出- 

交流施設や家庭教室等の各特別教室の地域開放に加え、こどもから大人まで様々な世代を対象とした

中国語教室や中華料理講習等を実施し、地域住民が文化交流する機会を創出します。 

 

⑤合同避難訓練の実施 -防災力の向上- 

災害時のスムーズな避難所開設には、日ごろの訓練や避難所開設までのオペレーションを実施する等、

実際に避難所として利用する場所でのシミュレーションが必要となります。体育館やグラウンド、避難所を開

放し、地域住民や区役所、本校園児・児童・生徒、教職員が参加する合同避難訓練の実施を検討し、防災

力の向上に貢献します。 

 

 

地域コミュニティ活動拠点に関すること 

学童保育のイメージ写真 

交流施設の利用イメージ 

春節祭の様子 
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 地域コミュニティ活動拠点に関すること 

１．地域住民及び地域団体等の施設使用を無償提供予定。ただ、本校の

行事を優先使用とする。 

２．各種活動備品は使用している教室等一部のスペースに保管する。 

【地域防災活動備品】 

１階交流施設に収納（約 12㎡（24㎥）） 

 

【地域コミュニティ活動備品】 

地域防災備品と共有 

 

【生涯学習ルーム事業備品】 

各活動教室に収納（約１㎡） 

 

【学校体育施設開放事業備品】 

屋体棟控室に収納（約 12㎡） 

 

３．各種活動毎にかかる水道光熱費は各活動の利用時間・活動の規模等

に応じて協議により決定します。 

４．使用できる日時や鍵の施解錠等の具体的な運用方法については、地

域住民及び地域団体等と連携し協議のうえ決定します。 

 

（暫定） 

（暫定） 

（暫定） 

地域コミュニティ等活動施設提供予定 


